
 



　ここは ヘリコプターの なか。
うしろの　せきに　すわっているのは
おどりや　きょうだい、よっちと　まーご です。
よっちは　てがみを　よんでいます。
「よっちさん、まーごさん　そろそろ　つきますよ」
パイロットは　いいました。 2



げんばには、　メモールはかせと　
おんなのこが　まって いました。
「よっちさん、まーごさん　おひさしぶり！
まごむすめの アーリンです」

「はじめまして。ゆうめいな　おどりや　きょうだいに 
おあいできて こうえいです。おどり たのしみに していますわ」
「どうぞ、よろしく」　よっちは いいました。
「すてきな ペンダントだね」　マーゴは いいました。
「ありがとう。かせきの　ペンダントよ」 4



「この　ちそうです」
はかせが、はっくつげんばを　あんないしました。
「なるほど、これは　いい　ちそう　ですね」
よっちは　いいました。
「こんかいは　たっぷり おどれ そうだね」まーごは　いいました。
「それでは、じゅんびを　はじめます」よっちは　いいました。
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よっちと まーごは、　はっぴに　きがえて、
テントから でてきました。
よっちは、たいこを　ドンドンと　ならします。
まーごは、ふえを　ピッピッと　ふきます。
「いよいよ　はじまるのね」アーリンは　いいました。
「さて、メモーるぞー」はかせは　いいました。
「では、さっそく　はじめます。　ジャパニーズ　あわおどり」
よっちは いいました。
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「ヤットサー」
「ニョッキ・ニョッキー」
すると、おどりの リズムに あわせて
じめんから しょくぶつが はえてきました。

「あれは、シルルきの しょくぶつ　
クックソニア！」
はかせは　あわてて メモを とりました。
「しょくぶつが　おどっている
あれっ、ペンダントの かせきも‥」
アーリンは いいました。

「ヤットサー」よっちは かけごえを かけます。
「ヤット・ヤットー」はかせは こたえます。
「ヤットサー」よっちは かけごえをかけます。
「ヤット・ヤットー」アーリンも こたえます。

ドンドン、ピッピッ
ドンドン、ピッピッ

ふたりの おどりが じょじょに、
はやく なってきました。

よっちと まーごは、
あしの うらで じめんの 
したを しらべるように
おどり はじめました。
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「ヤットサー」
よっちが いっそう おおきな  かけごえを かけると、
「ニョッキ・ニョッキー」
こたえる ように、たくさんの　きが はえました。

「せきたんきの しょくぶつ　レピドデンドロンの もりだ！
ペコプテリスまで‥」
はかせは　ころびながらも　メモを とりました。
「あ、かせきが‥」　アーリンは　いいました。
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ドンドン、ピッピッ
ドンドン、ピッピッ
「そろそろ いくか」
ふたりは おどりながら めくばせを しました。

ドドドドドドドドーン！
ピッーーーーーーーー！
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おどれ！
こせいだいの 
いきものたち！！
そのこえに はんのうして、
したの ちそうが ひかり かがやきました。
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ニュル ニュル ニュル
そこから、いきものたちが あらわれました。
「ウミサソリ、ダンクルオステウス、イクチオステガ、
メガネウラ、エリオプス、ディメトロドン‥」
はかせは メモを とります。
「かせきが よみがえった！」アーリンは こえを あげました。

17



ドンドン、
ピッピッ、

「ヤットサー」

「グッワ・グッワー」
いきものたちも こたえます。
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よっちと まーごは、
ふたたび はげしく おとを 
ひびかせます。
ドドドドドドドドーン！
ピッーーーーーーーー！

「おどれ！
ちゅうせいだいの 
いきものたち！」
すると、まんなかの ちそうから
いきものたちが あらわれました。
ニュル ニュル ニュル
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ドンドン
ピッピッ
「ヤットサー」
「ヒー・ヒー」
いきものたちも こたえます。
「エオラプトル、プレシオサウルス、
アロサウルス、ジョバリアまで‥」
はかせは　メモを とります。
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よっちと まーごは、
ふたたび はげしく おとを ひびかせます。
ドドドドドドドドーン！
ピッーーーーーーーー！

「おどれ！
しんせいだいの いきものたち！」
すると、うえの ちそうから　
いきものたちが あらわれました。
ニュル ニュル ニュル25 26



ドンドン
ピッピッ
「ヤットサー」
「ケッケ・ケッケー」
いきものたちも こたえます。
「ディアトリア、メガトロドン、ケサイ‥
これは たまらん わしも おどるぞ」
はかせは メモちょうを なげすてました。
「わたしも！」
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ドンドン
ピッピッ

「ヤットサー」
「ヤット・ヤットー」

みんなは じかんが たつのも わすれて 
おどり つづけました。
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ひがしの そらが すこし あかるく なってきました。
「はかせ、よが あけます。
おどりも おわります。よろしいですか」
「ふぅ、ふぅ、ざんねんだが、そうしよう」
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「おどり しゅうりょう 
５びょうまえ！ 
４！ 
３！ 
２！ 
１！
しゅうりょう！！」
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ヒュル ヒュル
ヒュル ヒュル

いきものたちは、ちそうに もどって いきました。
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あたりは すっかり もとの けしきに もどりました。
たいようが のぼり、あさに なりました。
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「メモールはかせ、
　ぼくたちは、つぎの 
　げんばに　むかいます」
よっちは　いいました。

「マーゴさん、これ あとで よんでね」
アーリンは、マーゴに てがみを わたしました。
「アーリンちゃん、ぼくも てがみ かくからね」
マーゴは いいました。
「よっちさん、まーごさん、もう しゅっぱつ しないと おくれます！」
パイロットは いいました。
「さようなら」　よっちと まーごは ヘリコプターに むかいました。

「よっちさん、
　さいこうな　よる　でしたよ。
　ありがとう」
はかせは　いいました。
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